




















松前町の一般家庭で出る剪定枝を堆肥化し、無化学肥料としてあぐりのほ場で利用しています。
剪定枝を燃やさないので、排出されるCO₂を削減することができます。
堆肥化の前に、地域の養豚場へ床材として提供し、動物性の糞尿を染み込ませ、より質の高い堆肥としてほ場へ
施肥します。養豚場では、チップを床材にすることで、防臭・暖房費の節約を可能にしています。
また、環境体験講座で子供たちに堆肥ができる過程を説明することで、
リサイクルへの理解を深めてもらうことができます。
この事業は農林水産省のバイオマスタウン構想（http://www.maff.go.jp/j/biomass/b_town/index.html）
の一環として進められています。

松前町で選定された枝が運ば
れてきます。

専用の機械でチップ状に加
工します。

養豚場の床材として利用され
ます。

豚の糞尿を含むことによって
より栄養を含んだ堆肥ができ
あがります。

「ゴミの行方を追い
かけてみよう！」とい
うテーマのもと松前
町環境体験講座を
実施しています。

環境
体験講座

無化学の堆肥で育ったあぐり米

回収しあぐりで作る野菜の堆
肥として利用します。

堆肥を農地に戻した後は、土壌
の検査も行っています。

剪定枝が肥料になるまで
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一般家庭の剪定枝リサイクル（松前町）
せん てい し


